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「 国際化・情報化の時代に

適応する高い語学力と、考え

る力・表現する力を養成す

る。」ことを目標とし、授

業・講演会、また国際交流活

動や課題研究などを通じて異

文化や地元への理解を深めま

す。英検はもとより各種コン

テストにも積極的に参加し、

英語による実践的なコミュニ

ケーション能力を高めていま

す。

series〈部活動〉

国際教養科 特別講義 ①～⑥

空手道部【6月19・20日に北信越大会に出場】

講師 日付

講演① おひさま進歩エネルギー 伊藤緑氏 ４月２３日（金）

講演② 飯田市役所企画課 小島一人氏 ４月３０日（金）

講演③ 高森町長 壬生照玄氏 ５月１４日（金）

講演④ 飯田市歴史研究所 羽田真也氏 ５月２８日（金）

講演⑤ 米澤酒造 Nigel Hay氏 ６月４日（金）

講演⑥ 満蒙開拓記念館 寺沢秀文氏 ６月１１日（金）

講演⑤ 米澤酒造

For People from New Zealand, the land features of Minami Shinshu

are similar to those of New Zealand. Also, people are kind. However,

there are some problems. Even though there're problems, Minami

Shinshu is good place to live.

3年副部長 塚平大稀

「空手と出会って最高の仲間とも出

会って、共に練習して共に成長して、

泣いて笑って、最後の大会は、悔いな

くいい思い出になりました。」

3年部長 上竹ひまり

「コロナで思うように練習が出

来ませんでしたが、毎日の部活

はとても楽しく、充実していま

した。先生やOBの方々に支え

て頂きながら、一緒に頑張って

きた仲間と試合が出来たことに

感謝したいです。」

講演① おひさま進歩エネルギー

「自然エネルギーは環境に良いだけでなく経済的にも

メリットがあることがわかった。また、環境に適した

エネルギーを使うことで二酸化炭素の排出を削減でき

る。地球温暖化防止のためにエネルギー資源関係の仕

事に就き、国際的に活躍したいと思いました。」

講演② 飯田市役所企画課

「「地域の特色、特徴をよく見る」「見る目を養う」

「素朴な疑問を抱き、解決していく」の３つの言葉が

課題研究を進めていくうえで大切だと思った。飯田市

の中でも都市部や農村部によって景色や文化の違いが

あることを知った。商業施設を建設してそれを魅力に

するのではなく、いまの飯田市の魅力を伝えていくた

めの手段を考える必要がある。」

講演③ 高森町長

「人口減少という問題を将来大人になったとき、高校生などの若い人の目線と社会人や大

人の目線などを大切にして対策を考えられるようにしたい。風越高校も１クラス減になっ

ており身近な問題であるし、地方の行政や組織、会社などが運営を継続していくうえで大

きな課題となる。」

講演④ 飯田市歴史研究所

「歴史を知ることには３つの意義がある。１つ目は歴史

を知れば自分の住んでいる地域の理解につながり、誇り

をもてる。２つ目は歴史を調べるという作業を通じて、

知ることや学ぶということを学習できる点。３つ目は歴

史を通じて先人たちがどのような問題に直面し、解決し

てきたかを学び、今後に活かせるという点である。」

講演⑥ 満蒙開拓記念館

「日本からなにも知らずに開拓使に行った日本人も、現地の中国人の方もどちらも被害者だと思う。アジア

青年の言葉で「日本人は信用できない。かつて侵略しようとしたからではなく、今の日本人がかつての歴史

を知ろうとしないから」という言葉が心に残りました。歴史について学ぶ必要性を再認識しました。」


